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LiDARを用いた森林バイオマス資源のエネルギー利用可能量の推定
Estimation of the quantity of energy available from forest biomass resources using terrestrial LiDAR 
釜lj純醸し 上村僚2・0有賀一広1・加藤顕3(1宇都宮大学農学部森林科学科・2宇都宮大学農学研究科・3千葉大学園芸学研究科）
研究背景・目的
現在、森林の基本情報を抱握す
るために、現地で人力による毎木
調査が行われている。ただし、毎
木調査には大量の労力が必要に ＂＂
なる。これに対し、地上LiDAR測量
を用いて、省力化及び事前の情報
把握が期待される。
また、これまでに、材の曲りや価
格に関する正確な情報は売上から
把握するものであり、地上LiDAR
の導入により林木の形状データを
事前に把握し、曲り率を考慮した
森林バイオマス資源のエネルギー
利用可能量推定について検討を
行っTこ。
地上LIDARによる毎木嶋査
員｜ 地上町デー姥用いた森林バイオマス資源の
エネルギー 利用可能量の推定
調査地
・宇都宮大学船生演習林（南団地2林班と小fi)
．平成26年度皆伐地
・ LiDAR計汲lj面積：約1.0ha
皆伐面積．約0.6lha
L÷..：.、
LiDARデータの精度検匝
（表ー1、表－2)
＋ 
コスト計算式の作成
（表－3)
＋ 
材価の設定
（共販所共販市況参考）
＋ 
収支の算出
量－］実調値とLlDARデータの比較（胸高直径と樹高｝
震聾平均 ニ乗平均韻豊
胸高樹高 胸高 樹高
直（cm径） (m) （直cm径） (m) 
プロット1・2・周辺 0 35 0.56 1.20 I 03 
プロット3・周辺 0.14 0 79 l 41 2.30 
建地・斜面 ・0.47 0.1 J 42 2.13 
プロット4・周辺 0 21 0.82 1.84 1.73 
主体平均 0.06 0.57 I 44 I 89
章一3作成・使用した直後費の推定式
表－2実潤値とLiDARデー曹の比較
（東口径‘材積‘曲り率）
伐倒
鼠霊平均 二費量平均鋲霊
直権置（円lm3)
105 －ー＋178 Yn 
末ロ材積曲り末日朝楕簡り 造材
率径 率
(cm) (m') （帖.） km) (m•) (%) 
(242vla + 23)n + 156 
via xn 
はい積み実淵値LiDAR髄 ・1.43 0.13 -3.21 2.35 0.15 6.45 
有効本敵｛玉｝ 129 129 回 129 129 酷 翠線量匝材 4.9% + 15.7y + 442 3 
時，・e材積Cm~本｝‘ vi• ·王制積Cm＇哩hn王散（]u制 ．
r造樹多・まり・＂a・8司IUl(. }._,cl・E図鑑，l(m}
~c!:，め
表－4各時結果官玉） Li酬データには桝付近
実測値 に欠測値が存在するため、実i剤傑材最適録材 A材のみ
採材された丸太の玉数が
ヒノキ 158 127 115 1幻少なくなった。
300,000 
250，。∞
200,000 
150，。∞
備
五100,000
so，。∞
0 
50,000 
・100,000 
・売上 ・総費用 収支
.76,273 
唖，421
材
1,924 
5,228 
材
LiDAR 
実；JIil採材＜最適線材く実測値＜A材のみ． 最適採材＜実測値く実測採材＜A材のみ
収支 実測探材＜最適探材＜実現IJ値＜A材のみ
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実測値（上）、実測線材（中）、最適線材（下）の結果（ヒノキの例）
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【考努1
・「実測採材Jの場合、点群デ 告ーに欠測｛直があったため、宝数が少なり、14cm以下の
小径材が減少した。
. r＆適採材Jの場合、材畏の長い材が地加した結果、進材された玉数が減少する傾
向が見られた。
－正確に林内のバイオマスの量を把鎧するには高精度なLiDARデー告が必要である。
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